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十和田火山の噴火履歴とマグマ組成の変遷 
 
概略：十和田火山はデイサイト〜流紋岩質マグマの爆発的噴火が卓越するカルデラ火山である。そ

の噴火履歴はほぼ確立されており、マグマ噴出量積算階段図の精度も高い。カルデラを形成した

VEI6 噴火は約 3.6 万年前と約 1.57 万年前に起きている。カルデラ形成直後にマグマ供給系が更新

されたが、その後、再びデイサイト〜流紋岩質マグマによる爆発的な噴火が繰り返されるようにな

った。その頻度は、最近 1 万年間で 6 回であり、最新のマグマ噴火は平安時代の西暦 915 年に起き

ている。 
 
 本火山は、東北地方北部にある一辺が約 11 km のほぼ正方形をなすカルデラ火山である。このカ

ルデラ（十和田カルデラ）の南東部には後カルデラ期に形成された小型のカルデラ（中湖火口）が位

置しており、二重のカルデラ地形が特徴的である。最新の西暦 915 年噴火をエピソード A、約 6 万

年前の奥瀬火砕流噴火をエピソード Q とする噴火層序が、これまでに確立されている（Hayakawa, 
1985；工藤，2023；表 1）。このうち、エピソード N（約 3.6 万年前）と L（約 1.57 万年前）の 2
回の火砕流噴火、すなわち大不動火砕流（17.9 DRE km3）と八戸火砕流（20.3 DRE km3）のデイ

サイト〜流紋岩質マグマの噴出で十和田カルデラが形成された。後カルデラ期の火山活動はエピソ

ード L の直後から高頻度で繰り返され、最近 1 万年間では 6 回の安山岩〜流紋岩質のマグマ噴火が

起きている。エピソード A の西暦 915 年噴火では、2.3 DRE km3のデイサイト〜流紋岩質マグマが

中湖火口から噴出し、エピソードの末期に噴出した毛馬内火砕流は火口から 20 km 前後の距離に到

達している。 
 マグマ噴出量階段図では、十和田カルデラを形成したエピソード L 以降の高いマグマ噴出率とは

対照的に、エピソード L−N 間とエピソード N 大不動火砕流噴火直前のマグマ噴出率は低調である

（図 1）。すなわち、VEI6 クラスの巨大噴火の前には、明瞭な噴火活動の低下が確認できる。また、

本カルデラ噴出物化学組成の時間変化をみると、エピソード Q と P の間で大きな変動があり、Zr/Th
比の低下や Sr 同位体比の上昇が顕著である（図 2）。これはマグマ供給系の変化により地殻由来の

デイサイト〜流紋岩質マグマに富むようになったことを意味している（Yamamoto et al., 2018）。

特に高い Sr 同位体比は、マントル由来物質だけでは説明不可能である。その一方で、エピソード N
に向けマグマ噴出率が低下したことは、地殻由来マグマが地下に蓄積し続けたことを意味していよ

う。また、エピソード L 直後に化学組成の急激な変化が認められ、Zr/Th 比の上昇や Sr 同位体比の

低下が起きており、これはエピソード L で地殻由来デイサイト〜流紋岩質マグマ溜まりが空になり、

後カルデラ期の最初にマグマ供給系が一旦リセットされ、苦鉄質マグマの噴出が卓越したことを意

味している。その後、再び Zr/Th 比の低下や Sr 同位体比の上昇が始まって近年の噴火へと至ってい

るが、これはエピソード L・N とは異なる地殻由来マグマの生成が再び始まったことを意味してい

る。この傾向は最新のエピソード A でも同じであり、今後も地殻由来デイサイト〜流紋岩質マグマ

の活動が継続するものと考えられる。 
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表 1 十和田カルデラの噴火履歴 
後カルデラ期の御門石溶岩は、年代未確定のため除いている。ka = 千年前; yBP = 年前（1950年基点）。 

活動期 噴出物 マグマ種類 噴火様式
年代

(ka)
年代値 引用

体積

(DRE

km
3
)

VEI 引用

十和田Aテフラ 2.3 5

　毛馬内火砕流
流紋岩～

デイサイト
火砕流 1.8

　大湯3軽石 － 降下軽石 0.04

　大湯2火山灰 － 降下火山灰，火砕サージ 0.21

　大湯1軽石 流紋岩 降下軽石 0.21

十和田Bテフラ 0.4 5

　惣部火山灰 流紋岩 降下火山灰 0.32

　迷ヶ平軽石 流紋岩 降下軽石 0.04

十和田Cテフラ 2.5 5

　宇樽部火山灰 デイサイト 火砕サージ，降下火山灰 0.59

　金ヶ沢軽石 デイサイト 降下軽石 0.32

　中掫軽石（CU）
安山岩～

デイサイト
プリニー式噴火：降下軽石 1.6

4

十和田Dテフラ

　小国軽石 デイサイト 降下軽石，降下火山灰

十和田Eテフラ 0.5 5

　貝守火山灰 降下火山灰 0.15

　南部軽石 デイサイト プリニー式噴火：降下軽石 0.39

十和田Fテフラ 0.4 4

　椛山火山灰 安山岩 降下火山灰，スコリア 0.14

　夏坂スコリア 安山岩 降下スコリア 0.23

十和田Fテフラ

　新郷軽石
デイサイト 降下軽石 11

9330±35yBP

9970±35yBP
*4 0.1 4 *8

十和田Lテフラ 20 6

　八戸火砕流 16

　十和田八戸（HP） 4.3

雲井火砕流と関連テフラ 流紋岩 降下軽石，降下火山灰 21
17,730±70yBP

17,390±60yBP

*5

*7
2.86 5 *8

十和田Nテフラ 17.9 6

　大不動火砕流 16

　十和田切田（KR）

　：ビスケット1（BP1）
1.9

十和田合同（GP） 流紋岩 降下軽石，降下火山灰 *8 1.1 5 *8

T-25テフラ マグマ水蒸気噴火:降下火山灰 *8 0.18 4 *8

十和田キビダンゴ（KB） － 降下軽石，降下火山岩片 *6 0.84 5 *8
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Ｐ

Ｑ
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図１ 十和田火山の噴出量時間積算図 
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図 3 十和田火山噴出物の全岩化学組成の時間変化． 

kaは千年前。カルデラ形成噴火 Nに先行して、噴火エピソード Pから噴出物の化学組成が大きく

変化している。また、カルデラ形成噴火 L直後のも噴出物化学組成の大きな変化があり、Lマグマ

溜まりは空になったと考えられる（Yamamoto et al., 2018）。 
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